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第
四
百
二
十
三
回 

 

青
葉
会 

句
会
報 

令
和
三
年
七
月
二
十
九
日
（
木
） 

 

 

午
后
一
時
半
～
四
時
半 

 

於
：
丸
紅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム  

 

選 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

出
席
者 

 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

 

長
谷
見
び
ん 
星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

伊
賀
山
そ
ら
お 
柿
﨑
忠
彦 

小
早
健
介 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

安
部
眞
希
子 

庄
司
龍
平 
高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 

花
街
に
雨
の
匂
へ
る
夏
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
眞
・
忠
・
五
・
た
・
恵
・
堂
・
允
・
正
・
啓
） 

 
 

八
点 

◎
さ
は
さ
は
と
能
登
千
枚
の
青
田
風 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
〇
孤
・
健
・
敏
・
○
堂
・
び
・
允
・
規
） 

 

七
点 

 

向
日
葵
や
老
い
た
る
医
者
の
閉
院
す 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
そ
・
紀
・
〇
健
・
恵
・
〇
隆
・
び
・
允
） 

 

サ
ル
ビ
ア
の
燃
ゆ
る
沖
縄
骨
拾
ひ 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
眞
・
そ
・
紀
・
五
・
允
・
正
・
昇
） 

 

六
点 

 

生
も
死
も
わ
づ
か
一
文
字
恋
蛍 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
恵
・
〇
ゆ
・
〇
啓
・
規
・
亜
） 

 
 
 

水
の
風
連
れ
て
金
魚
屋
通
り
け
り 

 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 

（
眞
・
忠
・
五
・
た
・
啓
・
天
） 

 
 
 

◎
竹
橋
に
句
会
戻
り
て
夏
旺
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
眞
・
紀
・
孤
・
敏
・
隆
・
龍
） 

 
 
 
 

船
旅
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
星
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
忠
・
恵
・
敏
・
び
・
け
） 

銀
河
仰
ぐ
妻
な
る
星
を
追
ひ
求
め 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
そ
・
紀
・
健
・
堂
・
け
・
盛
） 

 

五
点 

湧
上
が
る
立
志
の
記
憶
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
堂
・
ゆ
・
雅
・
規
） 

 

◎
初
茄
子
水
を
潜
り
て
紺
新
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
孤
・
恵
・
健
・
允
） 

 
 

聟
ど
の
も
行
け
る
口
な
り
鱧
づ
く
し 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
恵
・
び
・
昇
・
啓
） 

 

四
点 

 

気
に
入
っ
た
姉
さ
ん
被
り
で
草
を
引
く 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
雅
・
天
・
亜
・
盛
） 

あ
ぢ
さ
ゐ
の
毬
（
ま
り
）
色
失
せ
し
ま
ま
悲
し 

 

千
恵 

 
 

（
紀
・
た
・
規
・
龍
） 

月
下
美
人
咲
き
し
と
友
の
声
弾
む 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
た
・
千
・
雅
・
規
） 

 
 

め
だ
か
孵
る
絶
滅
系
の
六
代
目 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
〇
眞
・
紀
・
千
・
盛
） 

◎
底
紅
や
内
緒
話
は
直
ぐ
も
れ
る 

 
 
 

 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
孤
・
〇
忠
・
啓
） 

送
り
火
の
消
え
て
思
わ
ぬ
闇
迫
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
た
・
亜
・
〇
盛
） 

◎
老
い
の
身
の
さ
て
も
さ
て
も
の
大
暑
か
な 

 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
孤
・
ゆ
・
龍
） 

 

三
点 

 
 
 

菊
之
助
の
白
井
権
八
（
鈴
ヶ
森
） 

殺
陣
（
た
て
）
き
め
て
水
も
滴
る
若
衆
ぶ
り 

 

紀
久
男 

 
 

（
敏
・
雅
・
正
） 

ス
ケ
ボ
ー
の
炎
熱
払
ふ
十
三
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
ゆ
・
正
・
け
） 
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大
夏
野
片
雲
の
み
が
遊
子
た
り 

 
 
 
 
  

 
 
 

孤
舟 

 
 
  

（
五
・
龍
・
盛
） 

◎
街
路
樹
の
皮
み
な
剥
く
る
極
暑
か
な 

 
 
 
 

  
 

五
郎
太 

 
 

  

（
紀
・
孤
・
け
） 

炎
天
に
暮
ら
し
を
覗
く
鴉
を
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

（
紀
・
亜
・
け
） 

白
き
歯
の
若
さ
涼
し
く
メ
ダ
ル
受
く 

       
  

 

恵
洲 

  
 
  

（
〇
そ
・
忠
・
五
） 

江
戸
風
鈴
老
職
人
の
豆
絞
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
  

（
眞
・
允
・
天
） 

 
 
 

◎
浴
衣
美
人
憩
ふ
夢
二
の
絵
の
や
う
に 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

  

（
紀
・
孤
・
千
） 

生
垣
に
背
を
割
り
抜
け
し
蝉
の
跡 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
  

（
紀
・
ゆ
・
け
） 

ビ
ロ
ー
ド
の
赤
き
椅
子
に
て
ソ
ー
ダ
水 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
  

（
紀
・
ゆ
・
龍
） 

◎
八
月
や
ま
な
う
ら
に
生
く
キ
ノ
コ
雲 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 

（
紀
・
孤
・
啓
） 

 

二
点 

 
 
 
 

原
爆
記
念
日
の
写
真
か
ら 

死
せ
る
子
を
置
い
て
立
去
る
爆
心
地 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

  
 
 

（
紀
・
敏
） 

炎
熱
の
五
輪
よ
そ
目
に
句
座
急
ぐ 

 
        

 

紀
久
男 

 
 
 

（
健
・
隆
） 

女
子
天
晴
（
あ
っ
ぱ
れ
）
競
泳
二
冠
の
笑
み
ま
ぶ
し 

 
 

仝 
 
 
 
 

（
〇
昇
・
盛
） 

中
国
の
壁
に
風
穴
夏
五
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

仝 
 
 
  

（
千
・
正
） 

荒
梅
雨
に
出
湯
の
町
は
流
さ
れ
ぬ 

 
 
 
          

忠
彦 

 
 
  

（
紀
・
正
） 

 
 

三
十
年
の
お
ん
ぼ
ろ
扇
子
わ
が
分
身 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
紀
・
そ
） 

父
母
の
記
念
日
こ
の
日
星
祭 

 
 
 
 
 
 

  
 

 

千
恵 

 
 
 

 

（
紀
・
忠
） 

 
 

荒
梅
雨
や
伊
豆
で
痛
ま
し
山
津
波 

 
 

 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
  

 
（
紀
・
雅
） 

蛸
を
食
べ
一
休
み
す
る
半
夏
生 

 
 
 
 
 
  

     

仝 
   

  
（
隆
・
天
） 

唐
突
に
鳴
り
唐
突
に
罷
み
梅
雨
の
雷 

 
 

  
 
  

 

恵
洲 

 
 

 
 
 

（
雅
・
〇
規
） 

く
ち
な
し
の
匂
ひ
へ
散
歩
の
杖
向
け
る 

 
 
 
 
  
  

仝 
 
 
  

（
そ
・
敏
） 

大
阪
が
恋
し
か
ろ
う
と
鱧
送
る 

 
 
 
 
 
  

  

堂
哉 

  
   

（
紀
・
天
） 

シ
ル
バ
ー
の
テ
ニ
ス
楽
し
や
夏
の
空 

 
 
  

 
 

ゆ
た
か 

 
    

（
紀
・
隆
） 

無
観
客
を
歴
史
に
刻
む
夏
五
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
  

 

（
び
・
昇
） 

朝
顔
を
今
朝
も
数
え
ぬ
老
二
人 

 
 
 

 
  

 
 
  

雅
夫 
 

 
 
  

（
紀
・
堂
） 

大
雷
雨
世
の
始
り
を
思
え
と
や 

 
 
 
 
 

  
  

 

仝 
  

 
  

 

（
紀
・
○
龍
） 

◎
夏
痩
せ
の
身
に
抗
原
を
接
ぎ
て
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
  

 

び
ん 

 
 

 
 

（
紀
・
孤
） 

な
に
は
と
も
聖
火
点
り
ぬ
土
用
闇 

 
 
 
   

   

仝 
 
 
  

（
紀
・
昇
） 

◎
時
々
は
探
偵
も
す
る
黒
揚
羽 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

正
明 

 
 

 
 

（
孤
・
五
） 

蓼
科
は
は
や
蜩
に
し
ぐ
れ
お
り 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

  
 
 

（
紀
・
健
） 

縁
側
の
足
裏
（
あ
う
ら
）
に
熱
し
夏
休
み 

 
 
 
  

  

仝 
 
 
 

  

（
千
・
亜
） 

黒
鯛
を
狙
ひ
て
明
治
の
防
波
堤 
 
  

 
 
  

   

亜
也 

  
 
 

（
び
・
天
） 

見
上
ぐ
れ
ば
驛
舎
の
燕
巣
立
ち
け
り 

 
 

  
  

 
 

仝 
 
 

  

（
千
・
た
） 

片
陰
に
久
し
振
り
ね
と
立
ち
話 

 
 
   

 
 
 
  

け
い
子 

  
 
 

（
紀
・
隆
） 

無
駄
の
な
き
す
っ
ぴ
ん
の
日
々
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

（
紀
・
亜
） 

 
 

 

一
点 

 

夏
稽
古
足
下
雲
生
の
画
賛
あ
り 

 
 
 

 
 
  

  

五
郎
太 

 
  

 

（
紀
） 

 
 

聖
火
持
つ
王
長
嶋
松
井
の
夏 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

（
昇
） 

 
 
 
 

萬
屋
の
「
お
若
え
の
・
・
」
と
夏
芝
居 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
    

（
紀
） 

織
姫
も
テ
ル
テ
ル
坊
主
や
虎
が
雨 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

仝 
  

  
 

（
紀
） 

 

嬉
し
さ
は
双
子
の
卵
梅
雨
明
け
る 

 
 
 
 
  

 
 
 

 
 

恵
洲 

 
  

 

（
堂
） 
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◎
風
に
吹
か
れ
誘
は
れ
行
く
蓮
見
か
な 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

 
 

（
孤
） 

向
日
葵
を
見
れ
ば
亡
き
妻
思
は
る
る 

 
 

 
  

 

仝 
 
  

 
 

（
紀
） 

荒
梅
雨
や
出
雲
の
妹
に
安
否
聞
く 

  
  

 
 

天
牛 

 
 
 
 

（
紀
） 

 

【
句 

評
】 

九
点 

 

花
街
に
雨
の
匂
へ
る
夏
柳 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
眞
・
忠
・
五
・
た
・
恵
・
堂
・
允
・
正
・
啓
） 

堂
哉
さ
ん
・
・
近
江
俊
郎
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。 

紀
久
男
・
・
・
花
街
〝
か
が
い
〟
を
〝
は
な
ま
ち
〟
と
読
む
の
は
流
行
歌
か
ら
出
た
言
い
方
で
す
。 

 

八
点 

◎
さ
は
さ
は
と
能
登
千
枚
の
青
田
風 

 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

（
紀
・
〇
孤
・
健
・
敏
・
○
堂
・
び
・
允
・
規
） 

孤
舟
さ
ん
・
・
能
登
の
白
米
千
枚
田
は
日
本
の
棚
田
百
選
、
国
の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
風
に
戦
ぐ
み
ず
み
ず 

し
い
棚
田
の
青
さ
が
光
る
。 

敏
郎
さ
ん
・
・
句
の
ひ
び
き
ま
で
爽
や
か
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
広
々
と
し
た
緑
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
青
空
が
広
が
り
、
肌
に
心
地
好
い
風
。
何
と
も 

爽
快
。 

 

七
点 

 

向
日
葵
や
老
ひ
た
る
医
者
の
閉
院
す 

 
 

啓
子 

 
 
 
 

（
そ
・
紀
・
〇
健
・
恵
・
〇
隆
・
び
・
允
） 

隆
さ
ん
・
・
・
向
日
葵
が
効
い
て
い
る
。
老
い
て
閉
院
し
て
も
太
陽
に
向
い
た
治
療
は
永
遠
に
残
る
。
わ
が
知
る 

「
荒
牧
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
」
も
閉
院
し
て
久
し
い
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
私
の
場
合
も
永
年
診
て
貰
っ
て
い
た
老
医
師
が
閉
院
し
、
別
の
医
院
の
若
き
医
師
を
紹
介
さ
れ
今
に 

至
っ
て
い
る
が
、
実
感
と
し
て
は
メ
リ
ッ
ト
と
マ
イ
ナ
ス
相
半
ば
。 

 

サ
ル
ビ
ア
の
燃
ゆ
る
沖
縄
骨
拾
ひ 

 
 
 

盛
雄 

 
 
   

（
眞
・
そ
・
紀
・
五
・
允
・
正
・
昇
） 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
骨
拾
ひ
、
強
い
言
葉
で
す
が
、
沖
縄
で
の
激
戦
と
、
ま
だ
続
く
遺
骨
収
集
を
こ
の
暑
い
夏
に
思
い
浮 

か
べ
ま
し
た
。 

 

六
点 

 

生
も
死
も
わ
づ
か
一
文
字
恋
蛍 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
五
・
恵
・
〇
ゆ
・
〇
啓
・
規
・
亜
） 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
想
像
と
思
索
を
促
さ
れ
る
句
で
す
。
理
屈
が
恋
蛍
の
艶
か
し
さ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
上
五
中
七
を
受
け
て
下
五
に
置
い
た
儚
く
光
る
蛍
が
見
事
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
ホ
タ
ル
の
切
実
さ
が
、
締
ま
っ
た
句
運
び
で
我
が
身
に
迫
り
ま
す
。 

 
 
 

水
の
風
連
れ
て
金
魚
屋
通
り
け
り 

 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
眞
・
忠
・
五
・
た
・
啓
・
天
） 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
今
、
金
魚
屋
を
街
で
見
ら
れ
る
の
か
し
ら
？
今
も
昔
も
懐
か
し
い
風
景
だ
と
「
水
の
風
」
か
ら

思
い
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・「
水
の
風
連
れ
て
・
・
」
涼
し
そ
う
な
金
魚
売
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
、
上
五
の 

表
現
が
よ
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ど
こ
の
街
で
し
ょ
う
ね
！
永
い
間
金
魚
屋
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ゝ
機
会
を
得
ら
れ 

た
も
の
で
す
。 

 
 
 

◎
竹
橋
に
句
会
戻
り
て
夏
旺
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
眞
・
紀
・
孤
・
敏
・
隆
・
龍
） 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
数
年
間
あ
ち
こ
ち
の
句
会
場
を
彷
徨
っ
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
新
社
屋
の
会
議
室
で
句
会
を
行
う
こ 

と
が
出
来
た
喜
び
。 

隆
さ
ん
・
・
・
句
会
と
云
っ
た
ら
竹
橋
、
竹
橋
と
云
え
ば
青
葉
会
。 

龍
平
さ
ん
・
・
ピ
カ
ピ
カ
の
ル
ー
ム
環
境
が
今
後
句
風
に
影
響
し
ま
す
か
ね? 

昨
今
の
若
手
の
青
葉
会
へ
の
入

会
状
況
も
知
り
た
い
所
で
す
。 
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紀
久
男
・
・
・
室
料
が
我
々
と
し
て
は
や
や
高
い
こ
と
、
今
後
の
会
の
継
続
発
展
を
視
野
に
入
れ
る
、
な
ど
考

え
れ
ば
、
現
役
社
員
を
勧
誘
し
て
い
く
方
向
で
動
く
必
要
も
あ
る
か
、
と
思
案
中
で
す
。 

銀
河
仰
ぐ
妻
な
る
星
を
追
ひ
求
め 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

（
そ
・
紀
・
健
・
堂
・
け
・
盛
） 

堂
哉
さ
ん
・
・
最
近
訃
報
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
思
わ
ず
涙
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
お
互
い
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越 

え
て
、
笑
い
あ
え
る
日
を
楽
し
み
に
。 

 

五
点 

湧
上
が
る
立
志
の
記
憶
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
・
堂
・
ゆ
・
雅
・
規
） 

堂
哉
さ
ん
・
・
入
社
し
た
こ
ろ
の
、
胸
の
高
ま
り
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
雲
に
向
か
っ
て
立
つ
と
い
う
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
も
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

◎
初
茄
子
水
を
潜
り
て
紺
新
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
恵
・
健
・
允
） 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
水
に
濡
れ
た
茄
子
は
、
一
層
紺
の
輝
き
を
増
し
瑞
々
し
く
見
え
る
。 

 

四
点 

あ
ぢ
さ
ゐ
の
毬
（
ま
り
）
色
失
せ
し
ま
ま
悲
し 

 

千
恵 

 
 
 
 

（
紀
・
た
・
規
・
龍
） 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
大
き
く
丸
く
咲
い
て
い
た
ア
ジ
サ
イ
の
花
が
枯
れ
、
惜
し
む
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。 

月
下
美
人
咲
き
し
と
友
の
声
弾
む 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
た
・
千
・
雅
・
規
） 

 
 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
月
下
美
人
の
花
が
咲
き
、
友
達
と
歓
声
を
上
げ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
一
夜
の
は
か
な
い
命
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
時
の
嬉
し
さ
、
そ
し
て
そ
れ
を
誰
か
に
伝
え
た
い 

気
持
ち
。
そ
ん
な
状
況
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

め
だ
か
孵
る
絶
滅
系
の
六
代
目 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
〇
眞
・
紀
・
千
・
盛
） 

 

眞
希
子
さ
ん
・
・
つ
い
最
近
、
中
学
三
年
の
英
語
教
科
書
で
絶
滅
危
惧
種
の
現
状
を
学
び
、
そ
の
原
因
が
人
間
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
詠
わ
れ
た
「
め
だ
か
」
が
元
気
に
育
つ
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

◎
底
紅
や
内
緒
話
は
直
ぐ
も
れ
る 

 
 
 

 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
〇
忠
・
啓
） 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・「
こ
こ
だ
け
の
話
」
は
瞬
く
間
に
巷
に
広
が
る
の
は
世
の
常
。 

 
 
 

 

忠
彦
さ
ん
・
・
な
ん
と
な
く
面
白
い
。
底
紅
は
女
性
で
し
ょ
う
ね
。
我
が
家
は
女
性
４
人
な
の
で
実
感
。 

送
り
火
の
消
え
て
思
わ
ぬ
闇
迫
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
た
・
亜
・
〇
盛
） 

亜
也
さ
ん
・
・
ご
先
祖
が
帰
っ
て
い
っ
た
あ
と
の
突
然
の
闇
と
静
寂
。
実
際
の
体
験
と
し
て
の
説
得
力
あ
り
。 

◎
老
い
の
身
の
さ
て
も
さ
て
も
の
大
暑
か
な 

 
 
 

盛
雄 
 
 
 

（
紀
・
孤
・
ゆ
・
龍
） 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
暑
さ
、
寒
さ
へ
の
対
応
力
が
衰
え
て
く
る
。 

 

三
点 

 

大
夏
野
片
雲
の
み
が
遊
子
た
り 

 
 
 
 
  

 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

（
五
・
龍
・
盛
） 

五
郎
太
さ
ん
・
・
片
雲
は
〝
へ
ん
う
ん
〟
と
読
み
、
ち
ぎ
れ
雲
と
の
こ
と
。
奥
の
細
道
の
旅
情
が
浮
か
び
ま
す
。 

〝
か
た
く
も
〟
（
天
の
一
方
の
雲
）
と
捉
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
と
味
わ
い
に
か
け
ま
し
た
。 

◎
街
路
樹
の
皮
み
な
剥
く
る
極
暑
か
な 

 
 
 
 

  
 

五
郎
太 

 
 

  

（
紀
・
孤
・
け
） 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
樹
々
た
ち
も
あ
ま
り
の
暑
さ
に
、
着
て
い
る
衣
（
皮
）
を
脱
ぎ
捨
て
な
け
れ
ば
や
っ
て
ら
れ
な
い

の
で
あ
ろ
う
。 

ビ
ロ
ー
ド
の
赤
き
椅
子
に
て
ソ
ー
ダ
水 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
紀
・
ゆ
・
龍
） 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
洒
落
た
ビ
ロ
ー
ド
の
赤
い
椅
子
と
ソ
ー
ダ
水
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
ビ
ロ
ー
ド
に
ソ
ー
ダ
水 

何
と
い
う
組
み
合
わ
せ 

零
さ
ん
と
い
て
や 

白
き
歯
の
若
さ
涼
し
く
メ
ダ
ル
受
く 

       
  

 

恵
洲 

 
 
 

（
〇
そ
・
忠
・
五
） 

 

忠
彦
さ
ん
・
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
や
は
り
若
い
人
の
笑
顔
。
そ
し
て
涙
。
美
し
い
で
す
。 
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◎
浴
衣
美
人
憩
ふ
夢
二
の
絵
の
や
う
に 

 
 
 
 
 
 

  

昇 
 
 
 

（
紀
・
孤
・
千
） 

孤
舟
さ
ん
・
・
浴
衣
姿
の
美
人
と
い
え
ば
黒
田
清
輝
の
「
湖
畔
」
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、「
夢
二
式
美
人
」
も
負
け
ず
と 

も
劣
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
最
近
の
若
い
女
子
た
ち
の
浴
衣
の
着
こ
な
し
は
全
く
な
っ
て
な
い
で
す
！ 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

作
者
は
き
っ
と
浴
衣
を
美
し
く
着
こ
な
し
た
人
を
稀
有
に
感
じ
て
こ
う
表
現
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

◎
八
月
や
ま
な
う
ら
に
生
く
キ
ノ
コ
雲 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
啓
） 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
未
だ
に
八
月
六
日
・
九
日
の
傷
は
癒
え
て
い
な
い
。
い
や
、
決
し
て
忘
れ
去
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

二
点 

 

炎
熱
の
五
輪
よ
そ
目
に
句
座
急
ぐ 

 
        

 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
健
・
隆
） 

 
 
 
    

隆
さ
ん
・
・
・
五
輪
も
気
に
な
る
も
の
の
句
会
優
先
。 

 

 
 

 
 

女
子
天
晴
（
あ
っ
ぱ
れ
）
競
泳
二
冠
の
笑
み
ま
ぶ
し 

紀
久
男 

  
 
 

（
〇
昇
・
盛
） 

 
 

昇
さ
ん
・
・
・
不
振
の
水
泳
陣
の
中
で
一
人
気
を
吐
い
た
。
立
派
！
矯
正
中
の
歯
も
ま
ぶ
し
い
。 

蛸
を
食
べ
一
休
み
す
る
半
夏
生 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

   
 

（
隆
・
天
） 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
毎
年
、
半
分
白
く
し
た
葉
を
眺
め
、
時
間
を
思
う
。
蛸
を
食
す
風
習
も
、
時
間
を
味
わ
っ
て
い 

る
よ
う
。 

無
観
客
を
歴
史
に
刻
む
夏
五
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
び
・
昇
） 

び
ん
さ
ん
・
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
五
輪
の
同
時
進
行
を
壮
挙
と
見
る
か
無
謀
と
言
う
か
。
と
に
か
く
万
世
に
残
る 

歴
史
伝
説
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ビ
ッ
グ
テ
ー
マ
を
ど
う
言
う
切
り
口
で
ま
と
め
る
か
。 

「
無
観
客
」
は
確
か
に
上
手
い
キ
ー
ワ
ー
ド
と
思
い
ま
す
。 

◎
夏
痩
せ
の
身
に
抗
原
を
接
ぎ
て
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
事
終
え
た
安
堵
感
は
あ
る
が
、
炎
天
下
で
順
番
を
待
つ
の
は
、
瘦
せ
衰
え
た
老
い 

の
身
に
は
堪
え
る
。 

荒
梅
雨
や
伊
豆
で
痛
ま
し
山
津
波 

 
 

 
  

 
 

た
だ
し
げ 

 
  

 

（
紀
・
雅
） 

 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
私
は
富
士
市
で
六
年
半
製
紙
会
社
に
お
り
ま
し
た
。
伊
豆
、
熱
海
、
懐
か
し
く
・
・
こ
の
句
で
い 

ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

父
母
の
記
念
日
こ
の
日
星
祭 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

千
恵 
 
 

  

（
紀
・
忠
） 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
ご
両
親
の
ロ
マ
ン
ス
が
七
夕
の
日
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
素
敵
で
す
。 

唐
突
に
鳴
り
唐
突
に
罷
み
梅
雨
の
雷 

 
 

  
  

 
 
 

恵
洲 

 
  

 

（
雅
・
〇
規
） 

 
 
 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
ま
さ
に
ゲ
リ
ラ
雷
で
す
ね
。
恐
い
で
す
ね
。
最
近
の
異
常
気
象
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
の
テ
ニ
ス
楽
し
や
夏
の
空 

 
 
  

 
  

ゆ
た
か 

 
 
 
 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 
     

隆
さ
ん
・
・
・
〝
あ
な
た
ー
を
待
つ
の 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〟
シ
ル
バ
ー
が
眩
し
い
。 

朝
顔
を
今
朝
も
数
え
ぬ
老
二
人 

 
 
 

  
 

 
  

 
 

雅
夫 

 
 

  

（
紀
・
堂
） 

堂
哉
さ
ん
・
・
私
は
紅
蜀
葵
の
数
を
毎
朝
数
え
て
い
ま
す
。
朝
夕
、
声
を
か
け
て
水
を
か
け
て
い
ま
す
。
秋
口

ま
で
の
楽
し
み
で
す 

大
雷
雨
世
の
始
り
を
思
え
と
や 

 
 
 
 
 

  
  
 

雅
夫 

 
 

  

（
紀
・
○
龍
） 

龍
平
さ
ん
・
・
ヒ
ト
が
定
住
生
活
を
始
め
た
の
は 

一
万
年
前
位
か
ら
ら
し
い
。
つ
ま
り 

500

世
代
前
の 

両
親
の
頃
か
ら
。
俳
句
が
詠
ま
れ
始
め
た
の
は40

世
代
前
か
ら? 

温
故
知
新 

ま
だ
始
ま
っ 

た
ば
か
り? 

◎
時
々
は
探
偵
も
す
る
黒
揚
羽 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

正
明 

 
 

  

（
孤
・
五
） 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
黒
揚
羽
が
蜜
を
求
め
て
花
か
ら
花
へ
飛
び
移
る
様
は
、
事
実
を
探
り
歩
き
回
る
探
偵
の
姿
と 

重
な
る
。 
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縁
側
の
足
裏
（
あ
う
ら
）
に
熱
し
夏
休
み 

 
 
 
  

啓
子 

 
 

  

（
千
・
亜
） 

亜
也
さ
ん
・
・
縁
側
の
な
い
家
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
、
そ
う
熱
か
っ
た
と
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し 

た
。
夏
休
み
の
帰
省
先
で
の
体
験
と
い
う
解
釈
も
あ
る
か
も
。 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
こ
の
と
こ
ろ
の
異
常
な
暑
さ
を
最
も
敏
感
に
体
感
で
き
る
の
が
足
裏
だ
と
私
も
つ
い
最
近
体
験
し 

た
の
で
激
し
く
同
感
で
す
。 

見
上
ぐ
れ
ば
驛
舎
の
燕
巣
立
ち
け
り 

 
 

  
 
  

亜
也 

 
 
 
 

（
千
・
た
） 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
昔
の
田
舎
の
駅
舎
の
様
な
感
じ
が
あ
っ
て
懐
か
し
い
。 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・ 

最
近
め
っ
き
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
燕
の
巣
。
見
つ
け
た
喜
び
と
共
に
無
事
に
巣
立
っ
て 

く
れ
と
い
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

片
陰
に
久
し
振
り
ね
と
立
ち
話 

 
 
   

 
 
  

け
い
子 

   
 
 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 
 
   

隆
さ
ん
・
・
・「
片
陰
で
」
で
な
く
「
片
陰
に
」
と
し
た
魅
力
。 

   

一
点 

 

嬉
し
さ
は
双
子
の
卵
梅
雨
明
け
る 

 
 
 
  

  
 

 
 

恵
洲 

 
 

 
 
  

 

（
堂
） 

堂
哉
さ
ん
・
・
何
か
得
し
た
よ
う
な
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。 

◎
風
に
吹
か
れ
誘
は
れ
行
く
蓮
見
か
な 

 
 
 
 

 
  

規
雄 

 
 
 

 
 
 
 
 

（
孤
） 

孤
舟
さ
ん
・
・
蓮
を
渡
る
早
朝
の
風
に
誘
わ
れ
、
開
花
時
の
「
ポ
ン
」
と
い
う
音
を
聴
け
る
か
と
蓮
田
へ
出
掛
け
て 

み
た
が
、
残
念
な
が
ら
・
・
・
・
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

次
回
青
葉
会 

  

八
月
二
十
六
日
（
木
） 

WEB

句
会 

と
致
し
ま
す
。 

当
季
雑
詠
５
句 

 

締
め
切
り
は
八
月
二
十
五
日
（
水
）
中
と
し
ま
す
。
今
井
宛FAX

か
郵
送
、 

星
田
宛
メ
ー
ル
（keiko-reve@c07.itscom.net

）
い
ず
れ
に
で
も
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

令
和
三
年
七
月 

青
葉
会
報 

 

一
、 

炎
暑
の
真
昼
間
、
青
天
に
映
え
る
新
本
社
ビ
ル
の
威
容
に
い
さ
さ
か
た
じ
ろ
ぎ
乍
ら
、
神
保
町
駅
よ
り
歩
い
て
冷
房
の

効
い
た
四
階
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
社
友
会
事
務
局
の
川
村
さ
ん
の
案
内
で
会
議
室
へ
。
机
を
並
べ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ま

で
用
意
し
て
下
さ
っ
て
恐
縮
し
ま
し
た
。
句
会
は6

月13

日
に
他
界
さ
れ
た
佐
藤
来
さ
ん
の
想
い
出
話
を
話
題
に
し
つ
つ

千
恵
さ
ん
寄
贈
「
蓬
莱
」（
飛
騨
・
純
吟
）
小
生
の
「
菊
正
宗
」（
灘
の
生
一
本
）
、
缶
ビ
ー
ル
、
啓
子
さ
ん
の
日
向
夏
オ
レ

ン
ジ
ピ
ー
ル
を
賞
味
。
忠
彦
さ
ん
か
ら
の
会
津
の
大
吟
醸
は
次
回
に
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
披
講
は
五
郎
太
さ
ん
で
、

ご
覧
の
よ
う
に
孤
舟
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
等
が
好
成
績
で
し
た
。 

 

二
、
関
係
者
近
詠 

 
 

立
ち
枯
れ
も
林
の
一
樹
若
葉
光 

 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

初
節
句
紙
の
兜
を
放
さ
ぬ
児 

 
 
 
 
 
 
 

陽
亮 

母
の
辺
を
ひ
よ
こ
ら
踊
る
子
供
の
日 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

円
熟
に
遠
き
半
寿
や
柿
若
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

太
陽
と
働
き
終
へ
て
炙
る
鯵 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

立
ち
話
こ
こ
で
は
な
に
と
片
陰
へ 

 
 
 
 
 
 

仝 

見
舞
客
の
賄
ひ
と
せ
む
庭
の
蕗 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

吉
右
衛
門
休
演 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舗
装
路
を
割
る
雑
草
を
食
ふ
毛
虫 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

〝
大
播
磨
！
〟
の
掛
声
届
け
三
社
祭 

 
 
 
 

紀
久
男 
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ひ
ょ
い
と
顔
出
し
て
は
雀
隠
れ
か
な 

 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

福
島
の
酒
蔵
復
活
冷
酒
（
ひ
や
）
で
や
る 

 

紀
久
男 

大
谷
石
の
石
段
今
宵
も
蟇
の
出
か 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

リ
ウ
マ
チ
の
こ
は
ば
り
き
つ
き
梅
雨
入
か
な 

 
 

仝 
弘
法
麦
こ
こ
に
も
熟
れ
て
麦
の
秋 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

葉
の
先
の
閊
（
つ
か
）
へ
る
湯
舟
菖
蒲
の
湯 

 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」（
横
澤
放
川
選
）
８
月
号 

 

鬼
貫
の
句
碑
に
戯
る
夏
の
蝶 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

パ
ン
匂
ふ
店
の
小
鉢
の
額
の
花 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

パ
リ
・
コ
レ
の
衣
裳
に
負
け
ぬ
黒
揚
羽 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

接
種
終
へ
熱
中
症
に
あ
ほ
ら
し
や 

 
 
 
 
 
 

仝 

故
里
は
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
か
黒
揚
羽 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
小
島 

 
 
 
 
 

ダ
メ
虎
の
慣
れ
ぬ
高
所
や
夏
の
蝶 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

南
洋
の
素
足
の
街
に
「
味
の
素
」 

 
 
 
 
 
 

仝 

大
暑
と
や
老
骨
意
地
の
草
テ
ニ
ス 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
７
月 

 

 

五
月
雨
や
印
旛
の
湖
の
う
す
濁
り 

 
 
 
 
 
 

允
章 

 
 
 
 

ぐ
い
飲
み
の
た
し
か
な
重
み
夜
の
秋 

 
 
 
 
 
 

仝 

 

三
、
孤
舟
選
者
主
宰
の
「
爽
樹
」
９
月
号
よ
り
掲
載
句 

 
 
 
 
 

ひ
と
目
づ
つ
漁
網
繕
ふ
日
永
か
な 

 
 
 
 

年
齢
に
逆
ら
っ
て
よ
し
更
衣 

 
 
 
 
 

万
緑
の
宙
擦
れ
違
ふ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー 

 
 
 

蟻
の
列
不
要
不
急
の
外
出
か 

 
 
 
 
 

現
世
と
来
世
の
間
蛇
の
衣 

 

四
、
日
経
俳
壇
７
月2

0

日
よ
り
抜
粋 

横
澤
放
川
選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
田
杏
子
選 

五
輪
漂
流
南
瓜
の
花
の
祭
器
め
く 

 
 

吉
沢 

薫
（
山
口
） 

 

語
り
継
ぐ
力
称
へ
む
沖
縄
忌 

 
 

 
 

 

物
江
里
人
（
柏
） 

 

 

我
が
後
に
残
る
本
な
ど
風
入
る
る 

 
 

加
藤 

賢
（
枚
方
） 

 

物
言
は
ぬ
ガ
マ
や
沖
縄
慰
霊
の
日 

 
 
 

 
山
崎 

晃
（
東
京
） 

 
 

ト
ラ
ッ
ク
へ
落
と
す
入
梅
い
わ
し
か
な 

金
子
文
衛
（
東
京
） 

 

沖
縄
忌
負
担
は
分
か
ち
合
え
る
も
の 

 

栗
山
晃
（
茅
ヶ
崎
） 

 

車
椅
子
ベ
ン
ツ
と
呼
び
て
風
薫
る 

 
 

白
川 

良
（
京
都
） 

 

く
ち
な
し
の
花
錆
び
樺
美
智
子
の
忌  

 

齊
藤
眞
人
（
埼
玉
） 

 
 

原
発
の
ら
ん
る
の
廃
炉
青
嵐 

 
 
 
 

大
井
公
夫
（
大
垣
） 

 五
、
日
経
連
載 

伊
集
院
静
の
「
ミ
チ
ク
サ
先
生
」
よ
り
（
６
月2

3

日
）
猫
の
追
悼
句 

 
 
 

此
の
下
に
稲
妻
起
き
る
宵
あ
ら
ん 

 
 
 
 
 

漱
石 

 
 
 

先
生
の
猫
が
死
に
た
る
夜
寒
か
な 

 
 

松
根
東
洋
城 

 
 
 

吾
輩
の
戒
名
も
な
き
芒
か
な 

 
 
 
 
 

高
浜
虚
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
、
八
月
七
日
は
丸
紅
写
真
部
の
元
部
長
で
團
十
郎
・
海
老
蔵
の
「
助
六
」、
紀
尾
井
ホ
ー
ル
邦
楽
演
奏
会
専
属
の
カ
メ
ラ
マ
ン

だ
っ
た
新
居
田
政
司
さ
ん
の
三
回
忌
で
し
た
。
永
い
付
き
合
い
で
し
た
。
ご
冥
福
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

  
 
 

令
和
三
年
八
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

記 


